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2022年シンポジウム　今更聞けない病理部門とのつきあい方

要 旨 なにかとマイナスなイメージを持たれがちな病理医であるが，今や診断・治療・研究
と多岐にわたる分野で不可避の存在であることも事実で，そんな病理のreal worldを

病理医自らが語ることにより，病理を身近なものとして感じてもらい，医師人生を送る上で有用
な「病理と臨床のwin-winな関係を構築すること」を本シンポジウムでは目指した．
　総論パートではまず，検体採取から病理診断に至る過程として，固定→依頼紙の記載→切り出
し→包埋→薄切→染色の手順があることを述べ，それぞれにおいて臨床医として注意してもらい
たいポイントを列挙したので，ぜひ実臨床に活用してもらいたい．また，病理医と関わる機会が
多いと思われる研究や学会発表における注意点や，実際に病理をローテーションした研修医の視
点からの発言も盛り込んだ．本シンポジウムを通じて，病理と臨床の相互理解が生まれる一助に
なることを願う．
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は じ め に

　「病理」と聞いて臨床医がイメージする像はどん
なものであろうか？「学生の頃に延々とスケッチば
かりさせられた」「気難しい先生が多そう」等々，
マイナスなイメージを持ったまま渋々病理と関わっ
ている方が多いのではないだろうか？　しかし，病
理部門が今や診断・治療・研究に至るまで多岐にわ
たる分野と関係しているのは紛れもない事実であ
り，診療を行う上で病理医は不可避の存在だ．つま
り，現場で活躍できる臨床医になるためには，病理

との関係を上手く構築することが一つのポイントに
なるかもしれない．
　本シンポジウムでは，お世辞にも親しみやすい分
野とは言い難い病理のreal worldを病理医自らが語
ることで，とくに専門医を目指す若手医師に病理を
身近なものとして感じてもらい，今後の医師人生を
送る上で有用な「病理と臨床のwin-winな関係を構
築すること」を目指した．各分野のエキスパートた
ちによる各論に入る前の序章として，この総論パー
トでは検体作製から診断に至るまでの流れ，一般的
な検体の取り扱い方，依頼紙の記載方法，検体不良
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